
右
の
研
究
発
表
終
了
後
、
総
会
が
開
か
れ
た
。
事
務
局
よ
り
昭
和
四
十
八
年
度
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
四
十
九
年
度
予
算
案
、
事
業
計
画
案
が
提

案
さ
れ
た
。
審
議
の
結
果
こ
れ
ら
を
承
認
し
た
。
総
会
終
了
後
六
時
三
十
分
よ
り
仙
台
郵
便
貯
金
会
館
に
お
い
て
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。

大
会
第
二
日
目
は
、
二
会
場
に
分
れ
て
研
究
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。
第
二
日
目
の
研
究
発
表
は
次
の
各
氏
で
あ
る
。

昭
和
四
十
九
年
大
会
の
概
況
日
本
思
想
史
学
会
の
昭
和
四
十
九
年
度
大
会
は
十
月
二
十
六
日
（
土
）
・
二
十
七
日
（
日
）
・
二
十
八
日
（
月
）
の

三
日
間
に
わ
た
り
、
東
北
大
学
文
学
部
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
第
一
日
・
第
二
日
は
総
会
並
び
に
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
第
一
日
目
の
研

究
発
表
は
次
の
各
氏
で
あ
る
。

１
、
選
択
本
願
念
仏
集
の
成
立
年
時
に
つ
い
て

２
、
道
元
の
俗
系

３
，
世
阿
弥
の
伝
書
に
お
け
る
「
道
」

４
、
延
徳
密
奏
事
件
の
一
考
察
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報
告

日
本
思
想
は
孤
立
的
特
有
で
は
な
い
こ
と

神
道
と
仏
教
ｌ
聖
徳
太
子
の
宗
教
政
策
ｌ

日
本
霊
異
記
に
見
ら
れ
る
庶
民
層
の
仏
教
受
容
の
在
り
方

最
澄
の
菩
薩
思
想

慶
滋
保
胤
の
思
想

竹
取
説
話
と
浦
島
子
伝

古
代
に
お
け
る
時
間
「
今
夜
」
に
つ
い
て

「
神
社
」
と
い
う
語
の
起
源

淑
徳
大
学
助
教
授

秋
田
大
学
助
教
授

学
習
院
大
学
助
手

東
北
大
学
助
手

東
北
大
学
教
授

中
央
大
学
大
学
院

東
北
大
学
大
学
院

カ
ル
フ
ォ
ル
’
一
ア
大
学
大
学
院

同
志
社
大
学
教
授

工
学
院
大
学
教
授

国
学
院
大
学
教
授

高新熊奈

田
中
治

石
田
一
良

新
保
哲

八
重
樫
直
比
古

Ｐ
・
ウ
エ
ッ
ラ
ー

小
川
光
暘

田
中
元

西
田
長
男

四
○橋川田良

博
順
健
二
哲
雄

美
由
紀



右
の
研
究
発
表
終
了
後
、
「
日
本
人
の
も
の
の
考
え
方
」
と
題
し
て
、
西
尾
陽
太
郎
氏
（
西
南
学
院
大
学
教
授
）
、
筧
泰
彦
氏
（
学
習
院
大
学
教

授
）
両
氏
に
よ
る
主
題
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。

大
会
第
三
日
目
は
、
霊
山
・
二
本
松
方
面
の
見
学
旅
行
が
行
な
わ
れ
、
秋
晴
れ
の
な
か
、
霊
山
神
社
、
信
夫
文
字
擢
石
、
二
本
松
城
等
を
見
学
し

た
。
参
加
者
は
四
五
名
で
あ
っ
た
。
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茶
の
湯
に
お
け
る
道
統
観
の
変
遷
に
つ
い
て

太
宰
春
台
論

気
の
文
化
再
考

宣
長
学
の
一
考
察

徳
川
斉
昭
試
論

吉
田
松
陰
の
歴
史
観

山
梨
県
自
由
民
権
運
動
と
小
林
正
則

逢
坂
元
吉
郎
の
信
仰
思
想

神
認
識
の
問
題
ｌ
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
け
る
Ｉ

就
実
短
期
大
学
助
教
授

東
北
大
学
大
学
院

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
助
教
授

武
蔵
大
学
大
学
院

九
州
大
学
教
授

同
志
社
大
学
大
学
院

甲
府
南
高
校
教
諭

青
山
学
院
大
学
講
師

東
北
大
学
教
授

大鵜清露山茂藤高神

四
一
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